
７月27日(火)、箕面国有林の勝尾寺園地（大阪府箕面市）で、

箕面市、豊中市、池田市、豊能町の小中学校の教職員18名を

対象に森林環境教育の研修を開催しました。

この研修は、森林を活用した環境教育の理解を深め、学校等

教育機関での実践・普及を図っていくことを目的として、平成16

年度から箕面市教育委員会と連携して取り組んでいる研修で

す。

当日は、新型コロナウイルス感染症対策として、受講者にマス

クの着用、手指消毒、非接触型体温計による体温測定等をお願

いして対応しました。まず始めに、京都教育大学　山下宏文教授

から「現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を育む森

林環境教育の進め方」と題して１時間の講義をしていただきまし

た。次に、大阪森林インストラクター会５名の講師により、ネイ

チャーゲームの「森の色あわせ」と「動物ヒントリレー」を実体験し

て頂きました。受講者からは、講義については、「森林環境教育

について、知識的にとても整理されていて分かりやすかった。」、

「学校の近くには緑がたくさんあるので学んだことを生かしていき

たい。」などの感想がありました。ネイチャーゲームについては、

「図工などの授業で自然の中の色探しのような形でできたら面白

いと感じた。」、「カードを使った動物ヒントリレーは、初対面の人と

も会話をしながら楽しめました。」、「実際に体験することで、楽し

さや協力することの大切さがよく分かり、活かしていける場面があ

りそうだと思いました。」などの感想がありました。
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林野庁　近畿中国森林管理局
箕面森林ふれあい推進センター

２年ぶりに森林環境教育教員研修を開催！！２年ぶりに森林環境教育教員研修を開催！ !

箕面森林ふれあい推進

センターでは、受講者の感

想等を踏まえつつ、今後も

適切な新型コロナウイルス

感染症対策を行いながら、

森林環境教育の推進に向

けた取組を実施してまいり

ます。



猛暑の中、8月4日(水)に箕面国有林（大阪府箕面市）「エキス

ポ’90みのお記念の森」周辺において、箕面市教育研究会理科

部会と連携して教員の資質向上と『森の探検隊』プログラムの認

知及び検証を目的とした研修を開催し、教職員6名に参加頂き

ました。

当日は、新型コロナウイルス感染症対策として、受講者にマス

クの着用、手指消毒、非接触型体温計による体温測定等をお願

いして対応しました。

まず始めに、大阪府立環境農林水産総合研究所生物多様性

センター主任研究員　幸田良介氏を講師として招き、「大阪のシ

カの生息状況と被害状況の推移」について講義をして頂きまし

た。その後、国有林内に設置してある防護柵を見ながら鉢伏山

登山道の一部まで歩き、防護柵の内側と外側での植生の違いや

落葉広葉樹林での稚樹の発生状況などについて学んで頂きま

した。次に、「森の探検隊」新規ポイント設定予定の箇所では、当

センターから案を説明し、「学習のねらい」、「探検ポイントでの指

令書(課題)」、「ヒント」の内容について、教職員の方々から助言

を頂きました。受講者からは、「シカを減らす良い方法はあるの

か。」、「防護柵の外と中で植物の違いがよく分かった。」、「子供

会の活動として森の探検隊の受け入れは可能か。」などの感想

や要望がありました。

箕面森林ふれあい推進センターでは、受講者の感想等を踏ま

えつつ、今後も適切な新型コロナウイルス感染症対策を行いな

がら、森林環境教育プログラムである「森の探検隊」の充実に向

けた取組を継続してまいります。
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